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(57)【要約】
【課題】保護対象となる電線の分岐線を引き出し可能に
することを目的とする。
【解決手段】プロテクタ１１は、幹線１３から分岐線１
４が分岐した電線１２を保護する部材である。このプロ
テクタ１１は、幹線１３を挿通可能な筒状に形成された
本体部２０と、本体部２０の貫通方向一方側に連なって
貫通すると共に部分球状内周面が形成された外側連結部
３０と、本体部２０の貫通方向他方側に連なって貫通す
ると共に部分球状外周面４２が形成され、部分球状内周
面と部分球状外周面４２との中心周りに姿勢変更可能に
他の外側連結部３０内に嵌合可能な内側連結部４０と、
本体部２０の貫通方向に交差する向きに貫通し、分岐線
１４を本体部２０の内側から引き出し可能な分岐部５０
とを備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　幹線から分岐線が分岐した電線を保護するプロテクタであって、
　前記幹線を挿通可能な筒状に形成された本体部と、
　前記本体部の貫通方向一方側に連なって貫通すると共に部分球状内周面が形成された外
側連結部と、
　前記本体部の貫通方向他方側に連なって貫通すると共に部分球状外周面が形成され、前
記部分球状内周面と前記部分球状外周面との中心周りに姿勢変更可能に他の前記外側連結
部内に嵌合可能な内側連結部と、
　前記本体部の前記貫通方向に交差する向きに貫通し、前記分岐線を前記本体部の内側か
ら引き出し可能な分岐部と、
　を備える、プロテクタ。
【請求項２】
　請求項１記載のプロテクタであって、
　前記分岐部には、前記本体部の内側から引き出される前記分岐線を覆って保護するコル
ゲートチューブの外周部に対してその中心軸方向に位置決めするように嵌合可能なコルゲ
ートチューブ固定部が形成されている、プロテクタ。
【請求項３】
　請求項１記載のプロテクタであって、
　前記分岐部には、前記本体部の内側から引き出される前記分岐線を支持可能に延出する
扁平形状の固定用ベラが設けられている、プロテクタ。
【請求項４】
　請求項１～請求項３のいずれか１つに記載のプロテクタであって、
　前記本体部のうちの前記分岐部とは異なる部分から前記貫通方向に直交する方向におけ
る外方に向けて突出し、パネルに形成された貫通孔部に対して嵌合可能なクランプをさら
に備える、プロテクタ。
【請求項５】
　請求項４記載のプロテクタであって、
　前記本体部のうちの前記クランプとは反対側の部分には、前記クランプの突出方向に交
差する押圧面が形成されている、プロテクタ。
【請求項６】
　請求項１～請求項３のいずれか１つに記載のプロテクタであって、
　前記本体部から前記貫通方向に交差する側方に張り出す張出部にボルト挿通用のボルト
挿通孔部が形成されたボルト固定部をさらに備える、プロテクタ。
【請求項７】
　請求項１～請求項６のいずれか１つに記載のプロテクタであって、
　一対の分割体を前記本体部の前記貫通方向に直交する方向に組み合わせて構成され、
　一方の分割体は、前記本体部のうちの組合せ方向及び前記貫通方向に直交する方向に対
向する一対の側壁のうち、前記組合せ方向の中央より高い一対の分割側壁を含む分割本体
部を含む、プロテクタ。
【請求項８】
　電線を挿通可能な筒状に形成された本体部と、前記本体部の貫通方向一方側に連なって
貫通すると共に部分球状内周面が形成された外側連結部と、前記本体部の前記貫通方向他
方側に連なって貫通すると共に部分球状外周面が形成されて前記部分球状内周面と前記部
分球状外周面との中心周りに姿勢変更可能に他の前記外側連結部内に嵌合可能な内側連結
部と、前記本体部の前記貫通方向に交差する向きに貫通する分岐線挿通孔部が形成され、
前記分岐線を前記本体部の内側から引き出し可能な分岐部とを含むプロテクタを複数備え
、
　複数の前記プロテクタが、一の前記プロテクタの前記内側連結部と他の前記プロテクタ
の前記外側連結部とが嵌合されることにより、連結角度を変更可能に連結されている、連
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結プロテクタ。
【請求項９】
　請求項８記載の連結プロテクタであって、
　前記複数のプロテクタのうちの少なくとも１つは、前記本体部の中心軸周りにおける前
記分岐部の向きが他の前記プロテクタの前記分岐部の向きと異なる向きに設定されている
、連結プロテクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電線を保護する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　車両等に配索されるワイヤーハーネスに組み込まれる電線を保護する部材として、合成
樹脂材料等を成型して形成されるプロテクタがある。
【０００３】
　特許文献１には、複数の単位チューブを連結して構成される電線保護管が開示されてい
る。この電線保護管は、電線が挿通される電線挿通孔を有した筒部と、筒部に連なって曲
面状の外周面を有する曲面部と、曲面部とは反対側で筒部に連なって隣接する単位チュー
ブの曲面部と嵌り合ってその曲面部の外周面に対して摺動する凹状面部とを有している。
そして、電線保護管は、隣接する単位チューブの曲面部と凹状面部とを摺動させて複数の
単位チューブ同士の連結角度を変えることにより、曲げることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１３６５５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の電線保護管によると、複数の単位チューブが連結された延
在方向の途中で幹線から分岐する分岐線を引き出すことが困難である。
【０００６】
　そこで、この発明は、保護対象となる電線の分岐線を引き出し可能にすることを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１の態様は、幹線から分岐線が分岐した電線を保護するプロテクタであって、前記幹
線を挿通可能な筒状に形成された本体部と、前記本体部の貫通方向一方側に連なって貫通
すると共に部分球状内周面が形成された外側連結部と、前記本体部の貫通方向他方側に連
なって貫通すると共に部分球状外周面が形成され、前記部分球状内周面と前記部分球状外
周面との中心周りに姿勢変更可能に他の前記外側連結部内に嵌合可能な内側連結部と、前
記本体部の前記貫通方向に交差する向きに貫通し、前記分岐線を前記本体部の内側から引
き出し可能な分岐部とを備える。
【０００８】
　第２の態様は、第１の態様に係るプロテクタであって、前記分岐部には、前記本体部の
内側から引き出される前記分岐線を覆って保護するコルゲートチューブの外周部に対して
中心軸方向に位置決めするように嵌合可能なコルゲートチューブ固定部が形成されている
。
【０００９】
　第３の態様は、第１の態様に係るプロテクタであって、前記分岐部には、前記本体部の
内側から引き出される前記分岐線を支持可能に延出する扁平形状の固定用ベラが設けられ
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ている。
【００１０】
　第４の態様は、第１～第３のいずれか１つの態様に係るプロテクタであって、前記本体
部のうちの前記分岐部とは異なる部分から前記貫通方向に直交する方向における外方に向
けて突出し、パネルに形成された貫通孔部に対して嵌合可能なクランプをさらに備える。
【００１１】
　第５の態様は、第４の態様に係るプロテクタであって、前記本体部のうちの前記クラン
プとは反対側の部分には、前記クランプの突出方向に交差する押圧面が形成されている。
【００１２】
　第６の態様は、第１から第３のいずれか一態様に係るプロテクタであって、前記本体部
から前記貫通方向に交差する側方に張り出す張出部にボルト挿通用のボルト挿通孔部が形
成されたボルト固定部をさらに備える。
【００１３】
　第７の態様は、第１～第６のいずれか１つの態様に係るプロテクタであって、一対の分
割体を前記本体部の前記貫通方向に直交する方向に組み合わせて構成され、一方の分割体
は、前記本体部のうちの組合せ方向及び前記貫通方向に直交する方向に対向する一対の側
壁のうち、前記組合せ方向の中央より高い一対の分割側壁を含む分割本体部を含む。
【００１４】
　第８の態様は、連結プロテクタであって、電線を挿通可能な筒状に形成された本体部と
、前記本体部の貫通方向一方側に連なって貫通すると共に部分球状内周面が形成された外
側連結部と、前記本体部の前記貫通方向他方側に連なって貫通すると共に部分球状外周面
が形成されて前記部分球状内周面と前記部分球状外周面との中心周りに姿勢変更可能に他
の前記外側連結部内に嵌合可能な内側連結部と、前記本体部の前記貫通方向に交差する向
きに貫通する分岐線挿通孔部が形成され、前記分岐線を前記本体部の内側から引き出し可
能な分岐部とを含むプロテクタを複数備え、複数の前記プロテクタが、一の前記プロテク
タの前記内側連結部と他の前記プロテクタの前記外側連結部とが嵌合されることにより、
連結角度を変更可能に連結されている。
【００１５】
　第９の態様は、第８の態様に係る連結プロテクタであって、前記複数のプロテクタのう
ちの少なくとも１つは、前記本体部の中心軸周りにおける前記分岐部の向きが他の前記プ
ロテクタの前記分岐部の向きと異なる向きに設定されている。
【発明の効果】
【００１６】
　第１の態様に係るプロテクタによると、筒状に形成された本体部と、その貫通方向一方
側に連なって貫通すると共に部分球状内周面が形成された外側連結部と、本体部の貫通方
向他方側に連なって貫通すると共に部分球状外周面が形成され、部分球状内周面と部分球
状内周面との中心周りに姿勢変更可能に他の外側連結部内に嵌合可能な内側連結部とを備
えている。このため、互いに外側連結部と内側連結部とが嵌合して連結された複数のプロ
テクタの連結角度を変えることができ、直線状又は曲線状の電線の配索経路に対応した形
状で電線を保護することができる。また、本体部の貫通方向に交差する向きに貫通し、分
岐線を本体部の内側から引き出し可能な分岐部が設けられているため、分岐部を通じて保
護対象となる電線の分岐線を引き出すことができる。
【００１７】
　第２の態様に係るプロテクタによると、コルゲートチューブ固定部によりコルゲートチ
ューブの外周部に対して中心軸方向に位置決めするように嵌合することができるため、分
岐線に外装されたコルゲートチューブを固定することができる。
【００１８】
　第３の態様に係るプロテクタによると、本体部の内側から引き出された分岐線を、扁平
形状の固定用ベラに沿わせた状態で、固定用ベラに対してテープ止め等により固定するこ
とができる。
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【００１９】
　第４の態様に係るプロテクタによると、本体部から突出するクランプによってパネルに
形成された貫通孔部に対して固定することができる。
【００２０】
　第５の態様に係るプロテクタによると、本体部のクランプとは反対側の部分にクランプ
の突出方向に交差する押圧面が形成されているため、押圧面を押すことによりクランプを
嵌合させやすい。
【００２１】
　第６の態様に係るプロテクタによると、本体部から貫通方向に交差する側方に張り出す
張出部にボルト挿通用のボルト挿通孔部が形成されたボルト固定部が設けられているため
、ボルトをボルト挿通孔部に挿通して固定箇所に螺合することにより、固定することがで
きる。
【００２２】
　第７の態様に係るプロテクタによると、一方の分割体の分割本体部が、本体部のうちの
組合せ方向及び貫通方向に直交する方向に対向する一対の側壁のうち組合せ方向の中央よ
り高い一対の分割側壁を含むため、一方の分割体に対して一対の分割側壁の間に電線を配
設することで、一方の分割体内に配設した電線の飛び出しを抑制して、一対の分割体の組
み合わせ作業をより容易にすることができる。
【００２３】
　第８の態様に係る連結プロテクタによると、筒状に形成された本体部と、その貫通方向
一方側に連なって貫通すると共に部分球状内周面が形成された外側連結部と、本体部の貫
通方向他方側に連なって貫通すると共に部分球状外周面が形成されて部分球状内周面と部
分球状内周面との中心周りに姿勢変更可能に他の外側連結部内に嵌合可能な内側連結部と
を含むプロテクタを複数備えている。そして、複数のプロテクタは、内側連結部と他のプ
ロテクタの外側連結部とが嵌合されることにより、連結角度を変更可能に連結されている
。このため、直線状又は曲線状の電線の配索経路に対応した形状で電線を保護することが
できる。また、本体部の貫通方向に交差する向きに貫通する分岐線挿通孔部が形成され、
分岐線を本体部の内側から引き出し可能な分岐部が設けられているため、分岐部を通じて
保護対象となる電線の分岐線を引き出すことができる。
【００２４】
　第９の態様に係るプロテクタによると、複数のプロテクタのうちの少なくとも１つの分
岐部の向きが他のプロテクタの分岐部の向きと異なる向きに設定されているため、電線の
各分岐線を様々な向きに引き出すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】プロテクタの斜視図である。
【図２】プロテクタの側面図である。
【図３】連結プロテクタの斜視図である。
【図４】プロテクタの分解図である。
【図５】分岐部の溝状部分を示す平面図である。
【図６】プロテクタの断面図である。
【図７】固定用ベラを示す斜視図である。
【図８】ボルト固定部を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、実施形態に係るプロテクタ１１及び連結プロテクタ１０について説明する（図１
、図３参照）。プロテクタ１１及び連結プロテクタ１０は、電線１２を内側に配設して外
部から保護する部材である。
【００２７】
　＜電線＞
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　電線１２は、自動車等に所定の配索経路で配索される電線である。この電線１２は、複
数本の被覆電線が結束されて構成された配線材である。電線１２は、幹線１３と、幹線１
３から分岐する分岐線１４とを有している。ここでは、電線１２が、幹線１３から複数の
分岐線１４が分岐する形状である例で説明する。
【００２８】
　＜プロテクタ＞
　プロテクタ１１は、本体部２０と、外側連結部３０と、内側連結部４０と、分岐部５０
とを備える（図１、図２参照）。
【００２９】
　本体部２０は、電線１２の幹線１３を挿通可能な筒状に形成されている。ここでは、本
体部２０は、略直方体形状の外形に形成されている。
【００３０】
　外側連結部３０は、本体部２０の貫通方向一方側に連なって貫通すると共に部分球状内
周面３２が形成されている。部分球状内周面３２は、球の半分より大きく形成され、本体
部２０の貫通方向に直交する断面内径が、本体部２０側（基端側）から先端側に向けて徐
々に大きくなると共に、先端部で最大部分より僅かに小さくなる形状に形成されている（
図６参照）。この部分球状内周面３２は、基端部で本体部２０内に開口すると共に先端部
で基端部より大きく外方に開口している。ここでは、外側連結部３０は、部分球状の外形
に形成されている。
【００３１】
　内側連結部４０は、本体部２０の貫通方向他方側に連なって貫通すると共に部分球状外
周面４２が形成されている。部分球状外周面４２は、球の半分より大きく形成され、本体
部２０の貫通方向に直交する断面外形が、本体部２０側（基端側）から先端側に向けて徐
々に大きくなると共に、先端部で最大部分より僅かに小さくなる形状に形成されている。
また、部分球状外周面４２は、基端部で本体部２０内に開口すると共に先端部で基端部よ
り大きく外方に開口している。
【００３２】
　この内側連結部４０は、部分球状内周面３２と部分球状外周面４２との中心点周りに姿
勢変更可能に他のプロテクタの外側連結部３０内に嵌合可能に形成されている。すなわち
、部分球状外周面４２は、部分球状内周面３２と同じかそれより小さく（ここでは僅かに
小さく）設定されている。より具体的には、本体部２０の貫通方向に直交する方向におい
て、部分球状外周面４２の最大部分が部分球状内周面３２の先端開口部より大きく設定さ
れ、部分球状外周面４２の先端部が部分球状内周面３２の先端開口部より小さく設定され
ている。
【００３３】
　以下、説明の便宜上、連結プロテクタ１０について説明する際には、連結するプロテク
タ１１を、第１プロテクタ１１ａ、第２プロテクタ１１ｂとする（図３参照）。そして、
第１のプロテクタ１１ａの外側連結部３０と第２のプロテクタ１１ｂの内側連結部４０と
を嵌合することにより、第１のプロテクタ１１ａと第２のプロテクタ１１ｂとが連結され
る。上記のように、部分球状外周面４２の最大部分が部分球状内周面３２の先端開口部よ
り大きく設定されているため、外側連結部３０と内側連結部４０との嵌合状態が維持され
る（図３参照）。この状態で、外側連結部３０と内側連結部４０とは、部分球状内周面３
２および部分球状外周面４２の中心点周りの相対姿勢変更によって、部分球状内周面３２
と部分球状外周面４２とが摺接する。これにより、第１のプロテクタ１１ａと第２のプロ
テクタ１１ｂとの連結角度を変更することができる。ここで、連結角度とは、第１のプロ
テクタ１１ａと第２のプロテクタ１１ｂとの各本体部２０の貫通方向に沿った中心軸同士
の交差する角度のことをいう。
【００３４】
　また、内側連結部４０は、基端部に円柱状外周面４４を有している（図１参照）。この
円柱状外周面４４は、部分球状内周面３２の先端開口部より小さく設定されている。そし
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て、第１のプロテクタ１１ａと第２のプロテクタ１１ｂとは、外側連結部３０の開口先端
部が円柱状外周面４４に接触して規制される範囲内で連結角度を変更可能である。
【００３５】
　分岐部５０は、本体部２０の貫通方向に交差する向きに貫通し、分岐線１４を本体部２
０の内側から引き出し可能に形成されている。すなわち、幹線１３から分岐線１４が分岐
する分岐点を本体部２０の内側に配設した状態で、幹線１３が挿通される外側連結部３０
、本体部２０及び内側連結部４０が連通する経路とは別の分岐部５０の内側の経路を通し
て分岐線１４が配索される。より具体的には、分岐部５０は、本体部２０の一側面で本体
部２０の内部と外部とを連通させている。
【００３６】
　また、分岐部５０は、分岐線１４の外周部を覆う形態で設けられたコルゲートチューブ
１８を固定可能に形成されている。すなわち、分岐部５０には、本体部２０の内側から引
き出される分岐線１４の外周部を覆って保護するコルゲートチューブ１８の外周部に対し
て中心軸方向に位置決めするように嵌合可能なコルゲートチューブ固定部５２が設けられ
ている（図５参照）。より具体的には、コルゲートチューブ固定部５２は、本体部２０の
貫通方向に交差する向きに延出する筒状に形成され、内周部がコルゲートチューブ１８の
凹凸状の外周部に対応した凹凸状に形成されている。ここでは、コルゲートチューブ固定
部５２は、本体部２０の貫通方向に直交する向きに延出している。
【００３７】
　このプロテクタ１１は、一対の分割体１１１、１１２を本体部２０の貫通方向に直交す
る方向（ここではクランプの突出方向）に組み合わせて構成されている（図４参照）。よ
り具体的には、一対の分割体１１１、１１２は、プロテクタ１１の完成形態を、本体部２
０の貫通方向に直交する方向に分割した形状に形成されている。一対の分割体１１１、１
１２は、それぞれ、本体部２０を分割した分割本体部２０１、２０２と、外側連結部３０
を分割した分割外側連結部３０１、３０２と、内側連結部４０を分割した分割内側連結部
４０１、４０２と、分岐部５０を分岐した分割分岐部５０１、５０２とを有している。ま
た、一対の分割体１１１、１１２は、本体部２０の貫通方向及び分岐部５０の貫通方向に
直交する向きに組み合わせ可能に形成されている。
【００３８】
　また、ここでは、一方の分割体１１１は、本体部２０のうちの組合せ方向及び貫通方向
に直交する方向に対向する一対の側壁のうち、組合せ方向の中央より高い一対の分割側壁
１２６を有している。すなわち、一方の分割体１１１における一対の分割側壁１２６がよ
り深い溝形状を成す部分を有している。また、分岐部５０は、一方の分割体１１１に設け
られた溝状部分５０１と、他方の分割体１１２に設けられた蓋状部分５０２とを組み合わ
せて形成される。すなわち、一対の分割側壁１２６が設けられた一方の分割体１１１に溝
状部分５０１が形成されている。このため、分割状態のプロテクタ１１に電線１２をセッ
トする際に、まず一方の分割体１１１の内側に電線１２を配設してから他方の分割体１１
２を一方の分割体１１２に組み合わせると、電線１２のはみ出しを抑制できる。すなわち
、一対の分割側壁１２６によって幹線１３のはみ出しが抑制され、溝状部分５０１によっ
て分岐線１４のはみ出しが抑制される。
【００３９】
　また、一対の分割体１１１、１１２は、組み合わせ状態を維持可能に形成されていると
よい。図１～図４では、一方の分割体１１１に組み合わせの相手側に延出する係止用爪が
設けられ、他方の分割体１１２に係止用爪が係止可能な被係止部が設けられている例を示
している。
【００４０】
　また、プロテクタ１１は、自動車のボディ等における金属パネル等のパネル９０に固定
可能に形成されていてもよい（図６参照）。ここでは、本体部２０のうちの分岐部５０と
は異なる部分から貫通方向に直交する方向における外方に向けて突出し、パネル９０に形
成された貫通孔部９２に対して嵌合可能なクランプ６０が設けられている。より具体的に
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は、クランプ６０は、パネル９０の貫通孔部９２に挿通され、パネル９０の裏側から貫通
孔部９２の開口縁部に対して係止する。
【００４１】
　クランプ６０は、本体部２０に立設された支柱部と、支柱部から外周側に張り出して貫
通孔部９２の開口縁部に係止可能であると共に内周側に弾性変形可能な一対の係止部とを
有している。そして、クランプ６０を貫通孔部９２に挿入すると、係止部が開口縁部に当
接して内周側に弾性変形し、係止部がパネル９０を越えたところで外周側に弾性復帰して
開口縁部に係止する。
【００４２】
　また、本体部２０のうちのクランプ６０とは反対側には、クランプ６０の嵌合方向に交
差する押圧面２８が形成されている。ここでは、押圧面２８は、クランプ６０の嵌合方向
に直交する平面状に形成されている。
【００４３】
　＜連結プロテクタ＞
　次に、連結プロテクタ１０について説明する（図３参照）。この連結プロテクタ１０は
、複数のプロテクタ１１（ここでは、第１のプロテクタ１１ａ、第２のプロテクタ１１ｂ
）が、第１のプロテクタ１１ａの内側連結部４０と第２のプロテクタ１１ｂの外側連結部
３０とが嵌合されることにより、連結角度を変更可能に連結されて構成されている。すな
わち、一対のプロテクタ１１ａ、１１ｂが連結角度を変更されると、内側連結部４０の部
分球状外周面４２が外側連結部３０の部分球状内周面３２に対して球の中心周りに姿勢変
更しつつ摺接する。また、一対のプロテクタ１１ａ、１１ｂは、自身の中心軸周りに相対
回転可能である。
【００４４】
　ここで、分岐線１４の配索の自由度をより高くする観点から言うと、複数のプロテクタ
１１のうちの少なくとも１つは、本体部２０の中心軸周りにおける分岐部５０の向きが他
のプロテクタ１１の分岐部５０の向きと異なる向きに設定されているとよい。すなわち、
自動車等に配索される電線１２は、３次元的に配索されることがあるため、分岐線１４の
引き出し方向もそれぞれの配索経路に沿って設定されればよい。
【００４５】
　＜効果＞
　上記実施形態に係るプロテクタ１１によると、筒状に形成された本体部２０と、その貫
通方向一方側に連なって貫通すると共に部分球状内周面３２が形成された外側連結部３０
と、本体部２０の貫通方向他方側に連なって貫通すると共に部分球状外周面４２が形成さ
れ、部分球状内周面３２と部分球状外周面４２との中心周りに姿勢変更可能に他の外側連
結部３０内に嵌合可能な内側連結部４０とを備えている。このため、互いに外側連結部３
０と内側連結部４０とが嵌合して連結された複数のプロテクタ１１の連結角度を変えるこ
とができ、直線状又は曲線状の電線１２の配索経路に対応した形状に変形させて電線１２
を保護することができる。また、本体部２０の貫通方向に交差する向きに貫通する分岐線
挿通孔部５２が形成され、分岐線１４を本体部２０の内側から引き出し可能な分岐部５０
が設けられているため、分岐部５０を通じて保護対象となる電線１２の分岐線１４を引き
出すことができる。
【００４６】
　また、コルゲートチューブ固定部５２によりコルゲートチューブ１８の外周部に対して
中心軸方向に位置決めするように嵌合することができるため、分岐線１４に外装されたコ
ルゲートチューブ１８を固定することができる。
【００４７】
　また、本体部２０から突出するクランプ６０によって、パネル９０に形成された貫通孔
部９２に対してプロテクタ１１を固定することができる。
【００４８】
　また、本体部２０のクランプ６０とは反対側の部分にクランプ６０の突出方向に交差す



(9) JP 2014-220902 A 2014.11.20

10

20

30

40

50

る押圧面２８が形成されているため、押圧面２８を押すことによりクランプ６０を嵌合さ
せやすい。ここでは、押圧面２８がクランプ６０の突出方向に直交するように形成されて
いるため、よりクランプの嵌合作業を行いやすくなっている。
【００４９】
　また、プロテクタ１１が一対の分割体１１１、１１２を組み合わせて構成されているた
め、電線１２をプロテクタ１１の内側に配設しやすい。
【００５０】
　さらに、一方の分割体１１１の分割本体部１２０が、本体部２０のうちの組合せ方向及
び貫通方向に直交する方向に対向する一対の側壁のうち組合せ方向の中央より高い一対の
分割側壁１２６を含むため、一方の分割体１１１に対して一対の分割側壁１２６の間に電
線１２を配設することで、一方の分割体１１１内に配設した電線１２の飛び出しを抑制し
て、一対の分割体１１１、１１２の組み合わせ作業をより容易にすることができる。
【００５１】
　また、連結プロテクタ１０によると、一のプロテクタ１１ａの内側連結部４０と他のプ
ロテクタ１１ｂの外側連結部３０とが嵌合されることにより、連結角度を変更可能に連結
されているため、直線状又は曲線状の電線１２の配索経路に対応した形状に変形させて電
線１２を保護することができる。これにより、電線の保護部材を汎用化することができ、
配索経路によって金型を設計及び製造する手間及び費用を軽減することができる。また、
複数のプロテクタ１１を連結して連結プロテクタ１０が構成されているため、一体物のプ
ロテクタを製造するより、個々のプロテクタ１１（一対の分割体１１１、１１２）が小さ
く、金型を小さくすることができるため、金型にかかる設備費をより低減することができ
る。
【００５２】
　また、電線１２をプロテクタ１１内に配設する際には、連結されるプロテクタ１１を直
線状に連結した形態にしておき、配索時に配索経路に沿った形態に変形させることができ
るため、電線１２のプロテクタ１１内への配設作業をより簡単に行うことができる。
【００５３】
　また、複数のプロテクタ１１のうちの少なくとも１つの分岐部５０の向きが他のプロテ
クタ１１ｂの分岐部５０の向きと異なる向きに設定されているため、電線１２の各分岐線
１４を様々な向きに引き出すことができる。
【００５４】
　＜変形例＞
　これまで、分岐部５０には、コルゲートチューブ固定部５２が設けられている例で説明
してきたが、これに限られるものではない。分岐部には、本体部２０の内側から引き出さ
れる分岐線１４を支持可能に延出する扁平形状の固定用ベラ１５６が設けられていてもよ
い（図７参照）。この固定用ベラ１５６は、延出方向に沿わせて支持した分岐線１４を、
粘着テープ５８等を用いてテープ巻きして固定するための部分である。ここでは、固定用
ベラ１５６は、本体部２０の貫通方向に直交する向きに延出し、延出方向に直交する断面
視において略Ｌ字状に形成されている。このため、電線１２は、固定用ベラ１５６によっ
て、延在方向に直交する２方向に位置決めされる。
【００５５】
　そして、本体部２０の内側から引き出される分岐線１４を、扁平形状の固定用ベラ１５
６に沿わせた状態で、固定用ベラ１５６に対してテープ止め等により固定することができ
る。すなわち、より簡単な構成で、分岐線１４を固定することができる。
【００５６】
　もっとも、分岐部は、分岐線１４或いは分岐線１４を覆って保護するコルゲートチュー
ブ１８を挿通可能な円筒状内周面を有する筒状でもよいし、本体部２０に形成された貫通
孔だけで構成されていてもよい。
【００５７】
　また、クランプ６０の代わりに、ボルト固定部１６０が設けられていてもよい（図８参
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照）。ボルト固定部１６０は、本体部２０から貫通方向に交差する側方に張り出す張出部
１６２にボルト挿通用のボルト挿通孔部１６４が形成されている。そして、ボルト１６８
をボルト挿通孔部１６４及びパネルの貫通孔部に挿通し、ナット等と螺合することにより
、プロテクタ１１を自動車のボディ等における金属パネル等のパネルに固定することがで
きる。
【００５８】
　そして、ボルト固定部１６０が設けられているため、ボルト１６８をボルト挿通孔部１
６４に挿通して固定箇所に螺合することにより、固定することができる。
【００５９】
　以上のように、この発明は詳細に説明されたが、上記した説明は、全ての局面において
例示であって、この発明がそれに限定されるものではない。また、上述した各種変形例は
、相互に矛盾しない限り組み合わせて適用可能である。そして、例示されていない無数の
変形例が、この発明の範囲から外れることなく想定され得るものと解される。
【符号の説明】
【００６０】
　１０　連結プロテクタ
　１１　プロテクタ
　１２　電線
　１３　幹線
　１４　分岐線
　１８　コルゲートチューブ
　２０　本体部
　２８　押圧面
　３０　外側連結部
　３２　部分球状内周面
　４０　内側連結部
　４２　部分球状外周面
　５０　分岐部
　５２　コルゲートチューブ固定部
　６０　クランプ
　９０　パネル
　９２　貫通孔部
　１１１、１１２　分割体
　１２０　分割本体部
　１２６　分割側壁
　１５６　固定用ベラ
　１６０　ボルト固定部
　１６２　張出部
　１６４　ボルト挿通孔部
　１６８　ボルト



(11) JP 2014-220902 A 2014.11.20

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

